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『礼輪笑活（れいわしょうかつ）』 令和２年８月２４日

【「 笑 華 」 ～ さらなる高みをめざして～】
今年はゆっくりする間もなく夏休みが終わり、今日から２学期がスタートしました。しか

し、最近の新型コロナウイルスの感染状況からしてみると、この始業式が迎えられたことは
とてもありがたいことのように思います。正直なところ、１学期の終業式の頃には「ひょっ
として、始業式が予定どおりに迎えられないかもしれない」とさえ思っていたところでした。

今学期は、生徒会スローガンの『さらなる高みをめざす』上でも重要な学期であり、運動
会や文化祭が予定されています。それぞれの個性を活かし、責任を持ってそれぞれの役割を
果たすことによって、『 笑 華 』という文字にしたその想いが活かされてきます。行事の成
功はもちろんですが、その取り組みの中で「新しい自分の才能」や、今まで気がつかなかっ
た友だちや周囲の人たちのいいところを見つけて、ともに力を伸ばす努力を続けてほしいと
思います。

今年は１学期から「毎日の授業が普通にできる喜び」を改めて感じている年でもあります。
家庭学習を充実させ、計画的に進めて「学びの秋」・・『実りの秋』となる２学期にしましょ
う。そして、「礼輪笑活」にしっかりと取り組める良い季節、挨拶や礼儀を大切に、笑顔と笑
い声のあふれる活き活きとした「パワー オブ スマイル」に期待しています。

【早朝から、本当にありがとうござ
いました】 『３年生ＰＴＡ親子奉仕作業』

昨日の３年生の親子奉仕作業では、たくさん の方々にご参加
いただき、この度はグラウンドの除草をしてくださいました。

お陰様でとってもスッキリとし、爽やかな環境のもとで運動会
や２学期の生活を送ることができます。３年生の皆さんも黙々と
作業に取り組んでいました。後輩たちへの模範となる立派な姿で
した。役員の方々には、事前の準備等々から大変お世話になりま
した。早朝からの暑い中、本当にありがとうございました。

【伝統文化の継承】
７月２９日に家庭部の「七夕茶会」が本校の和室にて行わ

れました。今までの練習の成果を活かして落ち着いて振るま
う姿もあれば、緊張のためか作法を間違えて指導される場面
もありました。なかなか体験することのできない一時を味わ
わせていただくと同時に、日頃には見ることのできない部員
たちの姿を拝見させていただきました。

また、今年は地域の皆様にお世話になり、２学期の後半か
ら１年生が総合学習の一環として、『湯梨浜町内の伝統芸能』
を学ばせていただきます。取り組みの初年度ですが、できれ
ば参観日等でご披露したいと考えているところです。

【 ～音に希望をのせて～】
８月１０日（月）、倉吉未来中心の大ホールにて、中部地区の

中学校と高等学校の音楽発表会が行われました。当初は「是非と
も多くの方々に聴いていただきたい」との想いで、感染症対策を
万全にして観客の方々をお招きする予定でしたが、県内の感染状
況に対する判断から急遽でしたが無観客での開催となりました。
当日は、徹底した感染症対策のもと、消毒や生徒の移動や楽器の
運搬にも他校との接触の無いよう十分な配慮がされていました。

本校は１０番目の出演で、「無限の音の世界」「ノーダウト」の
２曲を堂々と披露しました。会場は関係者のみでとても寂しい中
での演奏でしたが、開催自体が大変厳しい条件の中での開催に演
奏者の熱い想いのこもったすばらしい発表会となりました。


